
勝
原
校
区
で
は
、
昭
和
51
年

(1976)

九
月
二
日
に
水
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
今
か
ら
４
５

年
前
の
災
害
で
す
。

当
時
、
大
雨
が
降
り
続
き
大

津
茂
川
が
校
区
内
の
各
地
で
氾

濫
し
ま
し
た
。
現
在
、
勝
原
公

民
館
が
あ
る
場
所
も
道
路
と
水

路
な
ど
の
境
目
が
分
か
ら
な
く

な
る
状
況
で
し
た
。
大
津
茂
川

周
辺
で
人
が
亡
く
な
る
事
故
も

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
下
太
田

か
ら
檀
特
山
へ
通
じ
る
「
牛
の

渡
橋
」
も
、
濁
流
に
飲
み
込
ま

れ
流
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の

「
牛
の
渡
橋
」
は
、
そ
の
後
に

架
け
替
え
ら
れ
た
橋
で
す
。
牛

の
渡
り
と
は
、
そ
の
昔
、
牛
が

そ
の
お
腹
に
水
が
接
し
な
い
状

況
で
大
津
茂
川
を
渡
れ
た
こ
と

か
ら
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（
柳
澤
忠
著
、
『
大
津
茂
川
の

流
れ
』
か
ら
引
用
）
。

そ
の
後
、
大
津
茂
川
は
激
甚

災
害
特
別
措
置
法
の
適
用
を
受

け
て
大
規
模
な
河
川
改
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
川
床
の
土
も
多

く
取
り
除
か
れ
、
水
の
流
れ
が

大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
あ
れ
か
ら
相
当
の
年
月
が

経
ち
、
今
で
は
堆
積
物
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
現
状
は
、
天

井
川
の
状
態
で
、
付
近
の
田
畑

よ
り
水
面
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
一
旦
大
雨
が

降
れ
ば
、
ま
た
氾
濫
す
る
可
能

性
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
百
年
に
一
度
と
言

わ
れ
る
猛
暑
が
続
い
て
き
て
い

ま
す
。
い
つ
に
な
れ
ば
こ
の
暑

さ
が
収
束
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
は
、

十
月
に
な
っ
て
も
暑
い
日
が
続

く
と
い
う
予
報
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
秋
に
は
多

く
の
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
既
に
全
国
の
何

か
所
か
で
は
水
害
が
発
生
し
て

お
り
、
こ
こ
姫
路
周
辺
が
新
た

に
水
害
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
勝
原
公

民
館
は
、
洪
水
時
の
避
難
場
所

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
公
民

館
の
入
口
付
近
の
表
示
に
は
、

「
１
階
が
利
用
不
能
に
な
る
と

き
が
あ
る
」
と
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
事
実
、
ト
イ
レ
な
ど
は

１
階
に
あ
り
、
水
に
浸
か
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
し
災
害
が
起
き
た
と
き
、

ど
こ
に
避
難
す
る
べ
き
か
、
前

も
っ
て
考
え
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。

勝
原
公
民
館
で
は
、
勝
原
地

区
連
合
自
治
会
の
主
導
で
、
九

月
十
九
日
（
金
）
十
九
時
か
ら

「
校
区
防
犯
会
議
」
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
団
体
の
関
係

者
や
防
犯
委
員
が
集
ま
っ
て
、

地
域
の
現
状
や
対
策
を
話
し
合

い
ま
す
。

夏
休
み
な
ど
に
は
、
夜
の
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に
も

力
を
入
れ
て
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
住
民
の

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
皆
で
協
力
し
て
、
災
害
を

減
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

「
立
川
文
庫
」
は
、
明
治

時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
大
正
年

間
に
か
け
て
全
盛
時
代
を
も
う

変
え
た
書
籍
を
い
い
ま
す
。
特

に
『
猿
飛
佐
助
』
を
発
刊
し
て

か
ら
、
た
ち
ま
ち
全
国
的
に
ブ
ー

ム
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
「
立
川
文
庫]

を
発
刊

し
た
の
は
、
立
川
文
明
堂
で
そ

の
創
業
者
は
姫
路
市
勝
原
村
宮

田
（
現
在
、
姫
路
市
勝
原
区
宮

田
）
出
身
の
立
川
熊
次
郎
と
い

う
人
で
し
た
。
立
川
熊
次
郎
は

大
阪
で
丁
稚
奉
公
を
し
な
が
ら

出
版
業
を
興
し
、
後
に
「
文
庫

王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
猿
飛
佐
助
を
は
じ
め
、

真
田
十
勇
士
は
立
川
文
庫
の
創

作
で
す
が
、
架
空
の
人
物
と
は

言
え
、
真
田
幸
村
を
支
え
る
豪

傑
と
し
て
今
で
も
多
く
の
人
が

知
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

勝
原
の
誇
り
と
い
え
ま
す
。
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勝
原
公
民
館
だ
よ
り

９月２１日から「秋の全国
交通安全運動」が行われます。
交通事故などによる被害も収
まる状況にはないようです。
最近では、高速道路の逆走事
故など危ない事故報告も多数
行われています。
被害者だけでなく、加害者

になっても困難な状況になっ
てしまいます。南都か事故の
喧騒を減らし、悲惨な事故に
ならないよう、お互いに気を
つけて防止に努めましょう。
最近では、ＪＲはりま勝原

駅南道路から小坂に通じる道
で被害が増えています。

交通安全運動

郷
土
の
歴
史

ど
こ
ま
で
も

青
田
は
す
く
と

緑
濃
し

茜
句
会

兼
久
栄
子

防
災
の
日

防
犯
運
動

立
川
文
庫



こども書道 渡部素子先生

こども絵画 村上陽子先生

1・2月の教養講座

～地域講座・公民館での活動～

９/ 1４㊐ 10:00~

９/ 2１㊐ 10:00~

こども日曜教室

9・10月の活動

★『男の料理教室』

9月18日(木) 10:00

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

9月11日(木) 13:00 

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『まちづくり』当日参加OK！

10月9日(木) 13:00

（偶数月第２木曜）

講師 三木基弘館長

★『移動児童センター』

【なかよしランド】

9月 9日(火) 10:00～

体操、わらべうた

シアター「はたらくクルマ」

10月14日(火) 10:00~

【はいはいランド】

9月１３日(土) 10:00～

わらべうた、シアター

「がたんごとんがたんごとん」

10月30日(木) 14:00～

8月に姫路南高校生さんによる科学実験教室が行われました。

今年はエコキャンドル作り。油固め剤に細かくしたクレヨンで好みの色をつけ、

先生に油を入れてもらいかき混ぜてオリジナルエコキャンドルの完成です。

今回先生の粋な計らいで、部屋を暗くしキャンドルの灯で当日お誕生日だった南高のお兄さんに、

みんなで歌を歌ってお祝いしました。今年は更に思い出残る実験

教室となりました。また来年も楽しみにしていて下さいね。

リーダー会議

9月 7日 (日) 10:00～

「リーダー会議」のこと

勝原公民館では、文化講座が数多く開講

されています。これらの講座の進め方に

ついて自主的に意見交換やお知らせ事項

の周知を図るために、年２～３回程度会

議を開いています。

今回は、今年度の活動の中間報告を行う

ほか、今後の行事を確認していきます。

会議後は、消火訓練を予定しています。

教養講座 [食品衛生]のお話

10月 2日 (木) 13：30～

講師：今井 博さん（食品衛生一筋）

演題：「食品のこんなこと

知っていますか Ⅱ 」

内容：１０月は祭りの季節。この時期に

気になる食品の取り扱いをお話します。


